2017年度事業計画書
2017年4月1日から2018年3月31日まで

NPO法人アジール舎

１.本年度の基本方針
　・法人設立10周年を記念し、「子どもまなざし映像化プロジェクト」や「記念イベント」を企画する。

・国の「児童発達支援ガイドライン」と「放課後等デイサービスガイドライン」に基づき、さらに創意工夫した療育事業を推進する。　
・時代状況に応じた人材配置と療育部門と相談部門の機能分化を進めるため、専門職の療育長をおく。
２．事業実施計画
（1）児童デイころぽっくる（児童福祉法 法定事業）
	事業名
	具体的な事業内容
	（A）実施日

（B）実施場所

（C）従業者数
	（D）対象

（E）人数

（F）利用料

	児童発達支援

ころぽっくる
	・療育部門は従来の施設長に代わり8月より療育長を迎える。その間は法人会長が療育長を代行する。

・子ども支援の現場で経験を積んできている、心理専門職の非常勤職員6人を採用する。
・8月より作業療法士でもある、療育長を療育部門のトップに、療育支援員（心理士、保育士、児童指導員）の組織体制とする。
・月1回保護者の療育相談“親さろん”を実施する。親カウンセラー1人と保護者による「オープンダイアローグ」の場となる。
・6月に就学オリエンテーションを実施する。年間を通して就学に向けた継続支援を行う。
・6月に11日間、京都文教大学臨床心理学部の保育実習生を1人受け入れる。
・12月、1月に施設見学会を実施。
	（A）火～土曜日

（B)ころぽっくるの家

（C）10人
（非常勤・パート職員含）


	（D）幼児

（E）41人

（宇治市41人）
（F）1割負担


	放課後等デイサービス
はらっぱ
	・上記ころぽっくると同様組織改編を行う。
・月1回の親さろんを実施。今まで取り組めていなかった、療育相談という形式での保護者支援を行う。外部カウンセラーと療育支援員が連携し行っていく。
・はらっぱ利用児の学校へのお迎え（育成学級も含む）を実施する。
・送迎担当職員（4人）を確保する。
・送迎担当職員の内1人は宇治市シルバー人材センターの派遣職員。
・新たに車椅子対応のリース車両を導入する。
・毎週木曜日に介助有償ボランティアとして、キャンナス宇治より男性1人を派遣してもらう。
・7月に子ども発達支援センター（すてっぷセンター）より施設見学の予定。
	（A）火～土曜日

（B)ころぽっくるの家

（C）15人
（非常勤・パート職員含）


	（D）小学生・中学
　生
（E）70人

（宇治市67人、
京都市2人、　城陽市1人）
（F）1割負担

	保育所等訪問支援

子ども訪問ころぽっくる
	・神明小学校へは前年度から継続して訪問支援を行う。
・日ごろから園、学校と連携を図る。
	（A）火～金曜日
（B)園、学校へ訪　問
（C）1人（兼務）
	（D）幼児～小学生・中学生
（E）3人
（F）1割負担


（2）子ども発達相談支援室 ぴりか（児童福祉法 法定事業）
	具体的な事業内容
	（A）実施日

（B）実施場所

（C）従業者数
	（D）利益対象

（E）人数

（F）利用料

	・療育部門と相談部門の組織改編に伴い、原田相談支援専門員と相談員3人の体制となる。
・ころぽっくる（児童発達支援）とはらっぱ（放課後等デイサービス）に通所している利用児の切れ目のないモニタリングと、サービス等利用計画の作成、面談を行う。
・療育事業と連携しながら、子どもの育ちや家庭不安についての基本相談を行う。
・他機関と情報共有等の連携を図る。
・山城北圏域自立支援協議会と宇治市自立支援協議会に参加。
	（A）火～金曜日
（B)ころぽっくるの家
（C）4人（兼務）

	（D）幼児～小学生・中学生
（E）115人
（F）無料



（3）アジール心理発達相談室（自主事業）
	具体的な事業内容
	（A）実施日

（B）実施場所

（C）従業者数
	（D）利益対象

（E）人数

（F）利用料

	・児童デイころぽっくるや親子塾と連携を図りながら、親子支援を実施する。
・療育部門や相談部門と連携しながら、親御さんの子育てや生活面での不安、悩みについての相談を行う。
・児童デイころぽっくる利用児への発達検査を実施する。
	（A）火～木曜日

（B)アジール心理発達相談室
（C）2人（兼務）
	（D）幼児～大人
（E）20人
（F）1,000円/回


（4）すぷりんぐ（フリースペースすぷりんぐ/アジール親子塾）（自主事業）　　
	具体的な事業内容
	（A）実施日

（B）実施場所

（C）従業者数
	（D）利益対象

（E）人数

（F）利用料

	・親子塾では、5人の新規児を迎え、16人の出発となる。原則小学生であるが、事情のある中学生を受け入れる。
・中学校経験者も含めた学習支援の講師を確保する。
・夏に改装（模様替え）を行い、地域の居場所として多様な人々が集える場へと変身を図る。
・9月に「10周年記念イベント」を開催する。
・3月に春のお楽しみ会を開催する。
・夏の改装後、前年度の土曜セミナーを引き継ぎながら、テーマに沿った外部講師等を招いての、セミナーを開催する。
・SNS（social network service）等を通して情報発信を行う。
	（A）火～金曜日

（B)フリースペースすぷりんぐ
（C）5人


	（D）小学生
（E）20人

（F）1,500円/回、1,000円/月


　
